チャランケ通信　第150号　2016年10月24日
　「チャランケ」とは、アイヌ語で談判、論議の意、「アイヌ社会における秩序維持の方法で、集落相互間又は集落内の個人間に、古来の社会秩序に反する行為があった場合、その行為の発見者が違反者に対して行うもの、違反が確定すれば償いなどを行って失われた秩序・状態の回復を図った」(三省堂『大辞林』より)
 元参議院議員　峰崎直樹

　昨日の衆議院補欠選挙の結果、「6世議員」誕生と自民のしたたかさ、野党結集が求められているのだが
先週末、札幌市内にも初雪が観測され、いよいよ秋も深まり冬への備えが求められているようだ。
昨日投開票された衆議院補欠選挙は、自民党の候補が勝利した。保守が分裂した福岡6区では、当選した鳩山二郎氏を追加公認とし、自民党内に傷がつかないような配慮をするなど、長い間政権党を続けてきた知恵が機能しているのだろう。それにしても、鳩山二郎氏は初代の鳩山和夫衆議院議長から数えて実に6代目だという。こうなれば、世襲候補も際まれりと言うところなのだろうが、選挙におけるジバン・カンバン・カバンの持つ力に驚く以外にない。

他方、東京10区においては、若狭候補が「圧勝」したような雰囲気が漂っているようだが、前回の2014年衆議院選挙と比較をしてみると、

　小池百合子　9万3610票→若狭　勝　7万5755票
　江端　貴子　4万4124票→鈴木庸介　4万7141票

であり、自民党候補は２万票余り減らしているが、民進党の鈴木候補は3000票あまり増やしているのだ。鈴木候補側は、共産党が候補を立てなかったことの効果が表れているのだろう。蓮舫民進党としては、野党が結束して戦わなければ自民・公明両党の候補には勝てない事をしっかりと総括すべき時ではないのか。各種報道などでは、来年1月にも解散・総選挙が予定されている。それだけに、とのように戦いを進めて行くべきなのか、党内が一致できる方針を早く確定して欲しいものだ。

山崎拓著『YKK秘録』(講談社刊)を読んで感じたこと
おりしも、山崎拓元自民党幹事長の書かれた『ＹＫＫ秘録』（2016年7月講談社刊）を読み終えた。本の帯には「追悼　加藤紘一　『終生の畏友だった。YKKとして共に闘った日々を忘れない。この本をあなたに奉げる』-----山崎拓」と書かれており、亡くなられた加藤紘一氏追悼の書にもなっている。「はじめに」の中で議員になってからずっと衆議院手帖に記録した「首相をはじめ閣僚らと交わした会話、相手の様子などを細かく要領筆記」をもとに、「自分でも驚くほど細かく記してきた」ものを「秘録」として公開したと書かれている。はたして、あの小さな「衆議院手帖」に要領筆記とはいえ、そんな細かい記録がきちんと書けるのかどうか、表紙のカバーを見る限り相当微細な字で書きつづられていたのだろう。秘密会合の場所から会話や態度に感じられる思惑まで、詳細に書かれている。それにしても、忙しい中で良く書き込んでいたものだと感心する他ない。
この本を読み終えて感じたことは、YKKといわれる3人の政治家はそれぞれ異なった性格と政治理念を持っていたにもかかわらず何故結束できたのか、と言う点である。この書を読む限り、経世会(旧田中派)支配からの脱却が中心であったという印象を受けるのだが、果してそれだけでこれほど長続きをするものだろうか。3人とも1972年の12月総選挙で初当選したわけだが、一番年上の山崎拓氏が「義理人情」、次いで加藤紘一氏がリベラルなポジションに立つ政策通で、一番若い小泉純一郎氏は政局の見通しにおいて群を抜いていたようだ。
圧巻だった「加藤の乱」の人間模様、小泉の「YKKは友情と打算の2重奏だ」発言、小泉政権を誕生させた「加藤の乱」
圧巻だったのが「加藤の乱」のクライマックスで、山崎拓氏が山崎派の総会で加藤紘一氏に従って自分だけでも野党提出の森内閣に対する不信任案に賛成すると表明したことに対して、武部勤氏が親分である山崎氏だけでなく自分たちも賛成すると発言するくだりがある。最終的には、山崎氏以外は欠席と言うことになるのだが、一方、当事者の加藤氏は加藤派がまとめきれずに分裂・動揺し、最後は二人だけ賛成の投票に向かい車に乗って本会議場へ向かうものの、肝腎の加藤氏が議事堂正面で2度3度逡巡を繰り返し、最終的に欠席となってしまう。この時、YKKのもう一人の主役である小泉氏は、森政権擁護の立場で徹底的に反加藤を貫くことになるのは周知のとおりである。

この「加藤の乱」についての評価として、山崎氏は「『加藤の乱』こそが小泉政権を生んだ」のであり、「自民党をぶっ壊す」きっかけを加藤が作ったと見ている。なるほど、その後の自民党政治の展開を見る限り、そのように捉えることは当事者の見方とは言え、当たっているように思えてくる。
野党議員だった小生、どちらに転んでも民主党に有利だと錯覚

「加藤の乱」こそは、小泉政権の生みの親だったのだ
この「加藤の乱」は2000年の11月の事なのだが、当時議員時代の私が見る限りこの乱が成功しても良し、失敗しても自民党の大きなダメージが起こり、どちらに転んでも政権交代に近づいていく事は間違いない、と甘く思っていたことが思い起こされる。加藤紘一氏は明らかに民主党の鳩山氏や菅氏らと気脈を通じていたようだが、政界の激動期になる予感がしていたことは事実であった。
ところが、翌年2001年に入るや森内閣が退陣をし、自民党の総裁選挙でまさか小泉純一郎氏が新総裁になって「自民党をぶっ壊す」と公言することなどあり得るとは思えなかったのだ。ところが、政治の世界は何が起こるのか、まさに「一寸先は闇」なのだ。小泉政権の下で参議院選挙に勝利し、その後の郵政解散による圧勝によつて、まさか不可能だろうと思われていた「郵政民営化」を実現させてしまったのだ。もし、小泉政権ではなければ、民主党への政権交代はもう少し早く実現できていたと思われるだけに、この「加藤の乱」の失敗は民主党にとっては大変大きなダメージを与える結果をもたらしたことになる。と同時に、重要なことは「郵政民営化」とは、経世会支配の終焉をもたらしたのであり、YKKの原点の一つが実現したことになる。
小泉純一郎と言う政治家のしたたかさ、冷徹さ、政治感覚の鋭さ
なんと、「加藤の乱」が失敗した直後の12月11日、恒例となっている山崎拓氏の誕生パーティが行われたその会場に、呼んでもいなかった小泉純一郎氏が姿を現し、マイクを握って語った言葉が印象的だ。
「YKKは友情と打算の二重奏だ」「皆さんは、私が友情でこの場に来たとお思いでしょうが、さに非ず打算で来たんですよ」(206頁)
小泉純一郎と言う政治家の図太さと言うか、したたかさと言うか、まことにこの『YKK秘録』の中で最も印象に残るくだりが書かれていると感じた個所である。山崎氏はこの発言に対して、「次は俺を頼むよ」と理解したという。現に、小泉政権実現の際には、山崎幹事長となって小泉政権を支えていく事になるのだ。まことに、政治の世界の興味深い出来事の一こまであり、政権政党を支える政治家の現実感覚の鋭さに、しばし感じ入った次第であった。

いま、安倍政権が安定した支持率を保持しており、野党側のだらしなさが指摘される昨今であるが、これからの政治家には、このような自民党が混迷してきた時に支えてきた政治家の生き様から、何かを学んでいく必要があるように思われてならない。それは「義」なのか、「情」なのか、「理」なのか、はたまた《責任感》なのか、自分でもよく理解できないのではあるが‥‥。

(来週は、旅行中につき休刊号にしたいと思います)              
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